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「海洋プラスチックごみ」を考えてみようか
かいよう

海の環境テキスト（NPO3つの体験 海洋プラスチック編）

国連WWFジャパン 兵庫県東播磨県⺠局環境課
の資料等をNPO法⼈⾼砂海⽂化21Cで編集 O.k

https://npo.jplogi.com
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海洋プラスチックごみ課題とSDGs

出典︓国際連合広報センター

https://youtu.be/uizJaBHyZ-8

かいよう かだい

Ø 2050年の海の中で、⿂よりも多くなるかもしれないものはなにか?
Ø なんで、プラスチックごみが海に出るのか︖
Ø 海でプラスチックごみが増えると、どうなるのか︖
Ø 海洋プラスチックごみを減らすために、私たちができることはなんだろう︖

考える⼒と⾏動する⼒が⼤切
うみ さかな

こうどう

うみ

うみ ふえる

へらすかいよう

たいせつかんが

わたし

おおねん

https://npo.jplogi.com

https://youtu.be/uizJaBHyZ-8


3

2050年には⿂より海洋プラスチックごみ
のほうが多くなると云われている。

出典︓WWFジャパン

さかな かいようねん

おお い



4出典︓WWFジャパン

ü 現在世界の海にあると云われるプラスチックごみは１億５千万トン（数年前のデータ）
ü 年間に約800万トンのプラスチックごみが海に流されている。（重さに換算︓ジェット⾶⾏機5万機、東京スカイツリー222基分）
ü 再利⽤など処理されたのは９％、多くの量は完全分解されず半永久的に地球にある。

そのプラスチック量を整理すると

⽇本のレジ袋年間流通400億枚で1⼈1枚消費、ペットボトルの国内年間出荷量、⽇本は227億本。

りょう せいり

げんざい せかい うみ いわ おく せんまん すうねんまえ

ねんかん うみ

さいせいり しょり

おお はんえいきゅうてきかんぜんぶんかい ちきゅうりょう

にっぽん ふくろ

ねんかんりゅうつう

おくまい

ひとりいちまいしょうひ

こくないねんかんしゅっかりょう

にっぽん

おくほん

おもさ かんさん とうきょうひこうき きぶんまんき
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プラスチックはとても使いやすく、⽣活にはなくてはならないもの。

出典︓プラスチック循環利⽤協会

たいりょうに、ヨノナカにでるから、ショリが、たいへん

大量に世の中に出るから処理が大変



6出典︓国際連合広報センター

世界のデータでみると
⽇本のレジ袋年間流通400億枚で1⼈1枚消費、ペットボトルの国内年間出荷量⽇本は227億本。

せかい

にっぽん ねんかんりゅうつう おくまい

ふくろ

こくないねんかんしゅっかりょう

にっぽんひとりいちまいしょうひ

おくほん
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⾷品などの容器包装の殆どはプラ製品

出典︓WWFジャパン

しょひん ようきほうそう ほとん せいひん

せいさんりょう せかい だい い

⽇本はプラスチックの⽣産量で世界第3位、
特に1⼈当たりの容器包装プラスチックごみの発⽣量は世界第2位と云われる。

にっぽん

ようきほうそう

せかい.      だい い

はっせいりょうとく ひとりあたり

い
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プラスチック製品のポイ捨てなどが原因の１つ
げんいんせいひん

出典：WWFジャパン

⾵で⾶んでしまうよ
レジ袋とかペットボトルは︕

プラスチックごみは
川や運河から海へ
流れ出る

海で波に揉まれ
⾚外線を浴びる

脆くなって⼩さく
なって漂う

5mm以下マイクロ
プラスチックになる

海洋⽣物が餌と
間違え⾷べる。

⿂等を通じて
⼈の体内に⼊る
⾷物連鎖

海のなかで起きていること、海洋マイクロプラスチック化

森林も汚してしまうよ

すて

一人ひとりの心がけが
とてもたいせつ

そう思いませんか
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海の⽣き物への影響 
ü ⿂や⿃、アザラシ、ウミガメなどの⽣き物が捨てられたプラ

スチックせいの「あみ」にからまる。

ü ポリ袋をえさとまちがえてえて、⾷べてしまう。（くらげにまちがう）
ü フィリピンでは、クジラの胃から40kgものビニール袋が出てきた

というニュースもある。

出典：WWFジャパン

えいきょう

漁網に絡まり溺死したオサガメ（サントメ・プリンシペ）

漁に絡んで溺死したシロカツオドリ（ノルウェー）

海洋ごみが分解されて細かくなる年数。
上記の内、アルミ⽸以外は全てプラスチックが主成分の「海洋プラスチックごみ」

漁業とか観光業にも影響する 

うみ
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マイクロプラスチック による影響
えいきょう

マイクロプラスチックとは、５mm以下の細かいプラスチックをいう。

製造の際に添加された化学物質や漂流中に吸着した化学物質など、マイクロプラスチックに有害物質が含まれているとの報告もある。
これらが、⼈を含む⽣物に、どのような影響を及ぼすのか、詳しいことはまだ明らかにされていない。

GESAMP（2015）
出典：WWFジャパン

どのように発⽣するの︖
ü 海に出たプラスチックごみが紫外線や波などの影

響により、細かく砕ける。

ü 洗顔料や⻭磨き粉に使われてきたプラスチック粒
⼦（マイクロビーズ）の流出。

ü 合成ゴムでできたタイヤの摩耗・フリースなどの合成繊
維の⾐料の洗濯等により流出。
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マイクロプラスチックの分布状況

出典：令和２年版 環境・循環型社会・生物多様性白書



12

プラスチックごみと地球温暖化

出典︓⽯油化学⼯業協会「⽯油化学⼯業の現状2020年」

出典︓プラスチック循環利⽤協会

出典︓全国地球温暖化防⽌活動推進センター

製油所蒸留塔
プラスチック原材料製造プロセス

熱利⽤によるCO2等の
温室効果ガス発⽣源

ナフサ製造3,974万KL
内プラスチックに使うのは
約2.6%と云うけど、、、
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国の取組

◆プラスチック資源循環戦略

基本原則

３Ｒ
 ＋

Renewable

◆海洋プラスチックごみ対策アクションプラン

ü プラスチックごみの回収・適正処理をこれまで以上に徹底する。ポイ捨て・不法投棄及び⾮意図的な海洋流出の防⽌を進める。
ü 環境中に排出されたごみについては、まず陸域での回収に取り組む。さらに、⼀旦海洋に流出したプラスチックごみについても回収に取り組む。
ü 海洋流出しても影響の少ない素材（⽣分解性プラスチック）の開発や素材への転換を促進していく。
ü 廃棄物の適正処理等に関する知⾒・経験・技術等を活かし、途上国等における海洋プラスチックごみの効果的な流出防⽌に貢献していく。
ü 海洋プラスチックごみの実態把握や科学的知⾒の充実にも取り組む。

新たな海洋汚染を⽣み出さない世界の実現を⽬指した⽇本のアクション

「⼤阪ブルー・オーシャン・ビジョン」を世界に提案
 2050年までに新たなプラスチックごみによる海洋汚染をゼロをめざす
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国の取組
◆プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律
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兵庫県の取組

◆プラスチックごみゼロアクション
Ø ごみになるものを減らす
レジ袋を減らす運動
県ではレジ袋有料化の前から独自に取組を実施

Ø 再生利用する
市町が行う先進的なごみ分別回収事業へ補助

Ø バイオマスプラスチックを増やす
生分解性プラスチック等への素材転換の促進

Ø ごみを減らす
クリーンアップひょうごキャンペーン（県内各地での環境美化キャンペーン）
海岸漂着物等の処理

◆プラスチックごみゼロアクション推進宣⾔

出典︓㈱カネカ

Ø アクションを応援、県内でプラスチックごみを減らす取組を⾏う団体をHPで紹介
Ø ㈱イトーヨーカ堂やイオンリテール㈱などの⼩売店
Ø NPO法⼈⾼砂海⽂化21CなどのＮＰＯ団体
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兵庫県の取組
◆プラスチック資源循環促進コンソーシアム

①⽔平リサイクル等の促進
●ペットボトルのボトル to ボトル（後ほど説明）
●ペットボトルの集団回収（宝塚市、養⽗市、宍粟市で実施）
●⾷品トレー等の店頭回収や地域拠点回収
●つめかえパックのリサイクル
（神⼾市での取組事例を全県展開）

②分別・収集・リサイクルスキームの構築
●市町間の連携による分別回収・処理の効率化
●市町とリサイクラーとのマッチング
●再⽣プラスチックの利⽤拡⼤

③⾏動変容の促進
●効果的な学習プログラムの開発と活⽤
●取組内容や成果の⾒える化、情報発信
●県⺠運動（エシカル消費など）の展開⽀援

県・市町・事業者、リサイクル業者（リサイクラー）などによる協議体を設置し、以下の促進⽅策を検討
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東播磨の取組（ペットボトルの「ボトルtoボトルリサイクル）
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東播磨2市2町にて21年4⽉から「ボトルtoボトル」リサイクルを開始
同年12⽉からは店頭回収分についても取組を拡⼤
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帆船「みらいへ」で播磨灘の
マイクロプラスチックを採集する風景

船室での環境座学の風景

プランクトンネットで採集

NPOの参加・体験型⾏事

https://npo.jplogi.com
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月例ヨット体験で堀川運河に浮かぶ
「プラスごみすくい」で遊ぶ小学生

参加のお母さんのコメント
「この子たちの年齢から海の環境問題を教えねばなりませんね、と」

NPOの参加・体験型⾏事

みんなも「プラごみすくいあそび」にさんかしないか
https://npo.jplogi.com
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堀川運河に浮かぶプラスチックゴミを
ヨットを利用して回収するNPOメンバー

NPOの参加・体験型⾏事

https://npo.jplogi.com
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海の環境問題に対する、わたし達の取り組み

私たちNPO法人高砂海文化２１Cは環境省の推進する「プラスチック・スマート」キャンペーンに賛同、フォーラムに参加して、出
来ることから行動します。

Øセーリング中に、海面でプラスチック浮遊物を見つけたら、艇の安全確保を行なったのち、直ちに回収します。
Øセーリングイベントにおいて、プラスチックが海洋生物に与える影響などを紹介して、海を汚さないようにしようと呼びかけます。
Øはばひろく、海の豊かさを守ろうと呼びかけ、海洋環境保全の課題を共有して、対策を考え、 身近に出来ることを実践します。

セーラーのみなさま、セーリングイベント参加のみなさま、多くのみなさまへ
国連の推進する持続可能な開発のための2030アジェンダに掲げられた17の「持続可能な開発目標（SDGs）」の中の＃14「海の
豊かさを守ろう」と、環境省の推進する「プラスチックによる海の汚染問題」に対して、身近に出来ることを考え、一緒に取り組み
ましょう。
「川や海にものを捨てない、プラスチックを捨てない」ことから始めましょう。
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過去と今⽇、そして未来は
私たちの⽇頃の⾏動次第ではないでしょうか

未来は変えることができる、と思いませんか

https://npo.jplogi.com
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mail : t.umi21c@gmail.com

2024-sep 300

NPO高砂海文化21Cの3つの体験

①郷土の歴史に触れる。②海洋プラスチック環境を身
近な堀川運河と播磨灘で触れる。③松右衛門帆の北前

船とスポーツであるヨットの動く原理は同じに触れる。

参加者がワンストップで体験できる仕組み。

https://npo.jplogi.com


